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サイトカラシンDによろ亜急性万更イヒ・’卜生全・脳炎」

1（SSP臼ウィ／レ矯染綱触膓の鰭性l

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

iI・ducti…fi・fecti…ce11－f「ee　pa「ticles　f「°m　a　n°n－P「°duct†ve　i

lsubacute　sc1・…i・g　Panenceph・1iti・（SSPE）・i・us－i・fect・d　ce1㌧

lbyt・eatment・ith・yt・ch・1・・inD　　　　　　　…
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
1
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和丈抄録

　感染ノ性遊離ウィルス粒手を産生できない亜
i（急・1生石更イし卓と全月凶炎し　（　S　S　F’　E　）．ウ・イ　ノレス・微～研

株を感梁三也右ヒト胎児師（HEL）細胞を
1

サイトカラシンD（CD）で処理すうこと1（
｜より感染性のあう粧持誘幽ざじろことが‘で

｜きfこ。　このi粒与（SSPE／乙D粒手）1才遠

Wヤ凍．紬，　う適．実＿、験がら麻1疹ウイノレス、と↓手ば

…伺様の菊L手であうことが示唆さ八た。さらに，

1この5SPE／CDま立チレ‡八ムス、ターに強い

神経茄原・性を示すと共に，　その感染㌦性ぱ細胞

派ズ与d生で、あフ　たこ　とカ、ら，　S　S　P　E　ウイ　」レス、

パて喘娯イ締したまま鴫難粗与ピ
あうことカゴ明らカ＼｝こなっ7三。ま7三，　このSS

P］三／⊂D垣Lチを用＼、｛5ことによりタ従ヌ乏～F

可能であ・右申和試験を行うことができた。

　21｝×2｛｝



挺丈才ケ録

　　　　　Infect「ous　ce11－free　particles　were　obtained　from

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
human　embryonfc　lung　cell　cultures　infected　wlth　a

defective，　ce11－associated　strain　of　subacute　sclerosing

panencephalftis　（　SSPE　）　virus　（　the　Biken　strain　）　by

treatment　with　cytochalasin　D．

　　　　　The　particles　（　SSPE／CD　particles　），　1　ike　measles

v「rus，　were　not　precipitated　by　centγ・ifugatlon　at　3，000

rpm　（　900　x　G　）　for　10　min　　at　4　°C，　resisted　to　freezing

at　－20，　－70　and　－120　°C，　and　filteγ・ed　through　a　membrane

filter　with　a　pore　size　of　O．22　μm．　Furthermore，　the

SSPE／CD　particles　retained　strong　neuroviru］ence　to

adult　hamsters　and　ce11－associated　†nfectivity，　which

were　characters　of　the　parent　strain．　　The　SSPE／CD

partfc］es　were　also　neutralized　by　measles　antibody．

Key　words　：　subacute　sclerosfng　Panencephalitis　virus

　　　　　　　　　　　cytochalasin　D

　　　　　　　　　　　†nfectious　ce11－free　particle
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ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、　レまじ加に　　　　　　　　　　　　　　　　　1
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l亜急性硬化性・錦漣一（subacut・・c］・…i・g　l

panencephalitis，　　SSPE　　　　）は↓星をノ性ウ／1レ

ス、感、詔と症の／フで，麻疹一ウィ1レスの変夏株（‘

iSSPE　ウィ1レス）の脳内特続感染に起因巾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び

‘　‥5つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
‘後　　。

　病因ヒィ」。て．・うSSPEウィ1レス1ま稀な

揚合を除いて，　ユ重幣レ雀感染・性、遊離ウィ1レス、菊L

与を産ノ上［ない6／7）。　この変．異活麻珍ウィ1レ

ス構加イン／Uのうち，M（・・t・i・）ヲン／W

ノハぐ合拡さK妬・ことに起困寸うことが明ら

加○パ），そ｛て，そ蜘和タン／⑰の違
伝チ氏叉然変夏があd，　mRNA　が合成さ八て

十，タンパ／フ合ぷにまで至弓ないことが示唆
ざ才x＼うよう1（ナ」フプこ＿q）。

　SSPE　ウィ1レス、の穏：染巾生粒子が，　このよ

う1（得うれγ」いこと14，感染細胞を牧りねば
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

iイ肪ぬことに・川，ウィ／レ又分醐4鮎力して

‘も，その後のSSPEウィノレスの生物吻的治1
　21）×20



之

性の解祈ヤ触膿販・（餅握のコンF・－1
㌦レなどを極め　て　困難1（1　て　きた。　　　　　　　　　　1

｝　サィトカラシンは細月色の　micr・mament　　　l（｛

㌧イ乍用し戊　紬月包膜の波雀力蓮重力を⊥ピ冴）たll，　糸田月包

脚・ば起を隆起さ也うこと（zei・・i・）1°’1°フ

iまた，ウィルスとの関連で呼，　，HV」　にようl

i細脇合を酬したヅユ），縁疹ル体存紅で
1の　SSPE　　ウ、イノレヌ、の感染、イ面をイら千さ也プヒり1

倒ことボ知られていう、

　今回，サイトカラシソD（CD）によう紬
胞月莫．の　zefosfS　　l（ラ主目し，　SSPE　　ウィ1レヌ〔

感染細胞をCD処狸イうこと1（よ・て，　SS

PE　ウィ，レヌ．のヌクレオカプシドが細月包月更の

史起内に双」込．輻八八ば，4疑杖ウィ1レス粒与

（P・e・d・v治・・　）姻形成さ八，SSPE　ウィ

／レスの取．4乱いや庄物学的ラ4性の解祈バ唇易に

煽であうラこと縫艦して検討を行・た・
i以千口ま，CD処埋によう感染性粒手の誘幽

已迄些上L遁±些蘇性紛の・性状1（
　20×20
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‘ついて幸艮三告1すう．

…材料と方法

1．細胞
‘　ヒト月台児）月ヤ（ HEL　）細日包と、Vero糸田月包（

1アブ　llカ　9　ミ　ド’リすブノレ腎由来）　を　用いた。

HEL　糸田‖！8略　　SSPE　　ウ・l　lレヌ、の糸匿イ㌔’に用、＼，

‘Vero　糸田‖旦1さ、ウ・イ　ノレスの定＿量1二用いプこ。　糸田月包

摺殖用培養夜、ま，V，・・細胞に1才5％，HEL

紬胞に・約0％制台児緬看（FBS）を加えた
Medium　199　　　　　　と　　　　Eagle‘s　minimal　essentlal　medium

（MEM）の等量混合斑（199／MEM　）を網
＼＼た。

£．　　ウ／f　lレス

　SSPE　　ウイ　，レス微ノ研殊．ワ）を弔いた。　ウィ

ノレ細培養レよHEL綱包で和・，保か癒染

…HEL綱鍵細本窒熱1⇒．結して行。た。

　20×2［1
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陽イ1レスと同様，恩染性バ細飽・依存性で，恩

i染性粒子を産生Lイ‘・・兄／の。

i

3．　叶イトカラシンD（CD　）
　シグ’てネ上（Sigma　Chemica1　Co．，　Ltd．，　U　S　A　　　）

，継用、・た。DMS・　で1。g／。1の濃度｝（：客解

し，ノブ／レベッコのo．01M　dン酸緩修『生裡・食塩L

太（PBS，pH7．2）で2・・、9／・11（4釈した

後，　搾つ7サイヌご0．45畑　のメ　ンブレン　・　フィ　ノレ

タ　ー　て“う　過し　て　用　い　た。

4－．　SSPE　　　ウ，イ　1レス感・柔糸田月包の　CD処Z里

　SSPE　ウィ／レス感染」EL細胞と4F感染

HEL　細胞とをプラ《ティッ7・ディッシュ

にW合培養し，2～3日後綱踊｝こ融合巨細
胞が句数出幼［た時点で，培養寝を増殖用い

け維將用に交4更［た。液量は直径1・・mのディ

㌧シュて・4。1にいこKにCDを最終濃度
i5鯛に粕ようにMた．》欠、・でげイ

［ッンユを37・cの炭酸ガス培養器内に30力澗保

　20×20



i温後，細胞表面をピペッティングで5先い，ジ良
く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i・ヤ・鴻染．性粒手（以千，こ扶をSSPE／CD　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

［粒手と田各です）を言秀出ざせ7乞。　　　　　　　　　｛

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

に「．　SSPE　　ウィ／レス4）糸田月包夜有．’性恵染・性の1

1　足量　　　　　　　，　　　i
l測足ぱ感染申心測足》釣（よ。だ幻。すなわl

iの原斑，／0倍打よ〆／・・倍希釈の・．2・1を各1

‘弄釈あたりZ枚の直径60mm　プラスティ、ソク

・ ディッシュ；（培養1たV…　綱巴｝瀦纏し，

37・Cの炭酸ガ幻音養器内で3日間培麦した後，

　PBS　で／回洗浄し，メヲノーノレに耀解した

ギムザ液で染色後，　生じたプラーク数いら言す

算し，P1・que　f・・mi・g　unit・（PFU）　　ヒして

1衷した。

ミ

1（6．　SSPE／CD　　　　粒．手およひご麻疹iウィ　／レス

1　の恵染価測足　　　　　　　　l

　SSPE／CD　　粒与あうい味麻疹1ウイ1レ《1
　20×20
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を希組液（PBS　l（0・2％・ブラチンと2…9／・1

巳ナくイシンを加えた液）で／o倍影z階4紅ら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

i名靖釈の・．・25。1ずつをマ”ロブ⇔レートC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1コーニング社製U底）の牛穴∪（分注後，増殖

彫音養液1⇒遊ご也たV…　細胞を・．1・1ず

陵し輪5日間観察レ，細胞変性（タヲ撫拾
i巨細胞形劇砿無，力口Reed－M・ench　》亥で

1ウィ∫レス感染価（TCID5。／・1）を5則足した。

7．動物台よぴ鋤物への感染

　6週齢メスのゴー1レデン’ノ＼ムスターを用

いた．

　感染．味八ムスヲーをエーテノレで重£く麻函芋レ，

右大脳羊膓ボ内K／　SSPE　ウ，イ／レス、微石サ株感

染HEL細胞彦遊衷，あう・・｝まSSPE／CD

粒与を・．・5・U主射して行。た．

ぽ．申知試鴻灸

　20×20
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

ミド／ザレの血靖を麻疹抗体として用いた。i
iSSPE／CD　櫛緒織て・／・彫£階線｜
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1し，　各寿釈σ）…25m1　ず’っを4穴一のく／fクロウi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

エノレに朱注後，一足倍数」（上記1葬繧＿ラ夜ぞ4呆

したサ1レ免、疫血ラ育を　0．025m1加えてノ　よくラ昆元ロ‘

峻，37・Cの炭酸ガズ堵を器内1鴻’置保温しぢ
劫槍後，4．ウエノレに増殖用培養液迭与遊さ也i

…たV，．。細胞を。．1。1ずつ》L和し，37・C喘酸

1ガ又堵養一器一内で青争置培養した。　5日後，糸田胞

変性嚇鰭、からReed－Muench　》琢によ・てウィ

ノレス感染価（　TCID50／m1　）き測｝已した。　対

理、1二は・艮畑株を絹いた。

／、遠・、条4牛

　SSPE／CD　粒斜ンフ゜ノレ申の綱包石鮎‘

峻すう纏検討した．ブラスラィック薗滝
を用い低速違心後二，上靖の半量を遠｛Q’上宿と1

　20×2〔〕
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1し，残う捲で沈渣培遊さ杜ものをラ罐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ピして，そKぞれの恩柔価を測足し右（辰／‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，遠心を室温（2・・c／で行・た更駿／で1雀…

‘500rpm（25　x　G）戊／0分間の遠心と1000　rpm　　I

｛（1…G），5分間の遠・心ヒで感染価に1れ…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1んピ劇縛い。た、上三責（s）と沈査（P）［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1で1ま約／o倍洗査の方が高・・感染価を示したが’，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1」二清中に191・3・版1・3・gTCID5。／・1の感染．働渇ら、

れた。

　遠、心を4・Cで行。た更験2で1雀，1・…p・

（1。。、G），／0外間の遠心と3・…p・（9…G），

／0分間の遠・▽で，上ラ青の感》芒他1（1・°・5TCID5。／・1

（3倍）の差が出たが，3・…p・，／0分閲で

レ上三紳1（］・3・6TCID5。／・1の感柔働渇らK

たので，ン火後の辺験でぱ，4・Cで3・…p・，

1！0外間遠八ご’した」巳ラ青を　 SSPE／CD　　　粒3一と‘
i

して用いた。
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　20×2〔1
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iSSPE／CD　粒手力汗安已な構造五と・
1ておγVIさご，　凍結に二よフ　て粒弓Lかごン破壊さ」人iう可‘

i能・性があうので，　SSPE／CD　　粒与が凍結

Il（而寸えうろカ＼否力、を検＿．亥「｛した。

i表2、1昧したのは，4・Cでの3・…p・，庭
1

｝／0醐の遠N上楕にっ・咋，－20°cと一7°°c
　

1での凍結操作によう感裂価の姻千である。温

腹差に馴納く，ユ日闇凍結したことによ・
iて感裂イ面1（10Q・7TCID50／m1　のイ釣千力Vあフた。

この値は通牽の麻疹ウィ／レスK比べうと100’2

（／，〆4剖程度欠き・・が，　SSPE／CD　粒

担溶分凍絢耐えうことを示レて・’う・

　表ユbP才一］2・・Cでの長期勅后保存結果を

示した．超低猫で1袖，たが，㌃ヵ月闇の凍

結では全く感染イ餌低千し方力・・た．

　3．　SSPE／CD　粒手の丈きさ
　通弟の麻疹・ウィ　ノレス、は粒L手4杢力w’150～300nm

1であう。　SSPE／CD　粒手の丈きさがこK

　2｛｝×2り
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‘SSPE／CD　　粒ニチサンプノレをポ゜アサイズが゜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10・45川と0・22umのメンブレン・フィルヲーでl

iう過レ，感染価の低下乞封勲して用・・た…

…麻刻イ，バの縁舵臓ぽい図／）．極
　麻秀ウィ1レス，　　SSPE／CD　　粒与と十に｝

10．45μm　フィ　1レヲ　ー　う過イ灸は系勺101・lTCID50／m1，1

‘・．22・mフィノレヲーう過後1辞勺1・2・5TCID5。／・11
1

の薦染価の低丁ボあ。た。感染価イら千のノ門

‘一 ンの相4以’性力＼ら，　3000rpm，／0・分＼間の遠1じ’，

上名中に得ら八〇　SSPE／CD　粒チ・手麻疹

ウィ1レスヒ1手ぼ同し）’た．きさの粒チと考うし弓・八

う、

4．　SSPE／CD粒手の憾菜性の細胞夜存性

　直径35mmのプラスラィ∀ク・ディッシ，に
2日間培養したHEL細胞に・・i（・・1tip］1・ity

・fi・fecti・・）0・1TCID50／ce1］　で1　SSPE／CD

14・cで3・…p・，／・醐趣’したぽ輌繰i

』L｝⊥ノレス，TCID5・／・1で衷1
　20×20
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1示），葱漂綱包の数（PFU（“衷示ノ才・よびCD

庭埋Kよ。て得らM感梨性（SSPE／CD…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粒弓L，　TCID50／m1て“差ζ、元『、）を損ll足した（図2ノし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輌　図ユK明らか汀ように，感染糸刷包・数σ感柔

／日後か輔力口したカ㍉培養斑中（・癒紮性

iは認靖れ口・，た。しがレ，このような糸

日後力⇒出魂レ，感染細胞数一の増力・1（乎行レ

て，感染価力沽耳した。この結果かジSSPE

／CD粒与の感染性呼細胞依存性ぞあうことカミ

日月弓かに「∫・た。

ケ，　SSPE／CD　粒与η神経病原性
　感染∵性．かご糸田月包依存・性一（ア〕　　SSPE　　ウ　・イ　1レ　《微

ノ研株はサ　ノレヤ　フェ　レ／ッ　トを含めて，　更販多力物

｝（蜘・神経病原・ぱ詞1曾一⇒ので，SSPE／

…CD粒子も強・・神経拓原性を保特レて＼＼うカ・
1

‘翻S宅θ討レ吃％性封照已レて，SSPE
l

ウィ　1レ又微～研株感染．　HEL　糸田月包を　用∨た。　　‘

　20×20
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‘パ表3に示したとおパ6匹相匹（ρ゜…匿
1％）のハム《ター（感裂／週衡㍉過敏反応，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドカ・一ヌス力硯わ口・さ江，編後、
3日以内に全・身性強直性径響掴硯われ，4～・

Z日間で彩病した▲パムスヲーが死亡し客・l

i一方，SSPE／CD舶を1…TCID5。
1

脳端繊レた場合1（1守，6匹粋匹（6ぴ7幻
が／週後に上記神経症状を呈した。番病した

，4匹由感染HEL綱駆祷穆した場合と同
様，　4～6日用日で死じした。

6．　麻疹免疫血．看にようヤ和試駿．

　感染性が細月忽夜存性．のSSPE　l（つ・’ては

中和試6褒を竹ラこと時従来一不可能であ・た・

しカ＼し，CD処狸によ。て感染性のあう粒与

を得うことができうようにかたのて㌧麻秀
ウ・イ　ノレス、　（長畑オ呆）　で免勇ヒ　したアフ　リ　カ　’　ミ

ドllザレの血看を絹・・て，　SSPE／CD　粒
i与の申和を試」≠た。　対照ヒレて，　麻彦ウ・イ／レ

　2〔｝×20
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　恒日試験1‥・…p・，／0分闇の違・G上着を

1そのまま杭原とレて用・・た場合ヒ、・・45・mの1

1メンブレン’フィル／ヲーでろ過したものを弔し

原とした場合につ・・て行。た．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　函
　糸五果1才図　3　の　こ“と　く，　麻秀ウ　ィ　／レス、・しSSPE

i／CD粒与＋中和曲線・綱様のlwターンを示し…
ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1たが，メンブレ・ン・フィiレヲーろ過にょ・て1

…凝1集Lし　た．＊立チが除か八たサンプ1レにっいて↓穗

SSPE／CD　粒手の方が申和され易・・耗果

ぞあ，右。

考　穿、

　感、染・｝生遊離ウィ　／レフ（粒与を　産生できない

SSPE　ウイ／レ又微碑フ株一を感染さセたHEL

斧田月包をサ・イトカランンDで処1理寸うことによ

‘り感染性のあう粒与を誘出ざせうことができ

た．この粒手（　SSPE／CD　粒与）・瞳．・心

1ヤ》東糸七，メンブレソ・フィ～レヲーを弔、・たう

　2〔｝×2u
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㌦ウ、イ　，レス粒手　で2り　う　こ　と　幻ぐ示ロ灸・さ　れた。　　さ　ら

、，（，この　SSPE／CD　粒与1翻見株〉司・様，‘

1の感染性・蜘胞旅存性で協。たことから，

…SSPE　ウ柏レスとして刷4徴拍昆椅レたま

1まの感染瞬錫であうことが日肪力・臼∫・た・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に如パ，て，今まで感染綱性頂則級わざ‘

‘うを得γ」カ・。仁ため困難であ・たSSPEウ

1！イ1レ《の種々の解斎「毛可能になうであうう・

　例Lば当の／つとして中和試験力ざ可能にな

。た酬であうカご，今回⑳ぷ績で1守SSPE／

CD杜斗1雀免疫エラ鰭得うた∂Oに抗原として

用、・た麻疹・ウィレス株Lり↓幸和さ八易かフ

た。このこヒ1舌，　SSPE／CD　紅与痘面に
お・すうH（h・m・g91・t揃・，赤無蕉・疑集素）ヤF

（f、、i。np．。t，f・，耀血素）のば与数が麻秀ウィ

ノレス、　に♪ヒノ∧ミ　ノZ　少　伐　い　　こ　と　：を　示　D参、寸　　う　，　／う＼・4良ノ

毛ノクローナ1レ抗体を用・・て粋蒔式鞭を行乙

ば，Hピの生物魂閣二あずかうエピトフ゜

　20×2（1



／5

カxら，　　SSPE　　　ウ　イ　1レス　がもっ　強y＼ネ申i経．病ノP、

1性の解帽に↓唱与できう十の〉期緒できう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［‘また，今回の喫馬更に’遮紮細月包衷面｝二Hカ∫

出規ノ・寸　う　　SSPE　　ウィ　1レ《、を　用　＼・仁力さ，　Hカさ

出楊し写い　　SSPE　ウイ1レ又　（∫三たごレ、　Fぱ

出硯才う15））ビ宅，SSPE／CD　粒与・癒1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1染性を　有　・∫　う　こ　とが判　朗　しプヒ　（デー　ヲ　ぱ提示‘

1し　rJ　カ＼っ　た　　／　の　て“，　感染ネ刀填昌段．　P皆　で’の　　H　や　　F

：の役剃を検討すうことレ可能川こなフた・

　以上，簡単イ」繰作で得らMSSPE／CD
粒与の利用価値ほ島いヒ％え．孝丘培レた。

　本研究を進．めoにあす二’），御指導・・ただい

た加篠四肉教梗，岡田著雄細胞工¢仁ンヲー

1長一細鰭紬胞工学セン9一殼按，上、瞳鰭
助故按，縮醐・・ただ・・仁渡江倫チ細‡じめ

…教遂の諸飼｝（衆謝いたしま才。

20×2〔｝
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Table　1．　　Infect「vity　of　infectious　ce11－free　（SSPE／CD）

particles　obta］ned　from　a　non－productive　SSPE　virus－

infected　HEL　cells　by　treatment　with　cytochalasin　D

Speed　x　rpm　（G）

Time（min）
5QO（25） 1000　（100）　　　3000　（90Q）

5

10

－
つ
乙

★

★S
D
IS
D
～

〔

U
∩
りN
N　　　★33．6

4．9

3．ず3

　　4．9

　　　　★4
　　4．1

≧51

D
n
U

N
N　　　　　★4　　3．6

≧5．1

1・fectMty・1。910TCID50／・1

Samples　of　SSPE／CD　particles　were　clarified　by　centri－

fugation　in　plastic　tubes　and　the　supernatant　fluld
。、，di，id，d　i，t。　t．。　part、（S★1，upP，，　h、1f，　P★2、

10wer　halfwith　cell　debris　）

★3　：　Experiment　］　（　Centrifuged　at　20　°C　）

☆4　：　Experiment　2　（　Centrifuged　at　4　°C　）

ND　：　Not　done



Table　2．　　Effect　of　freez］ng　on　infectivity　of　SSPE／CD

particles

　（a）　Short－term　freezing　at　－20°C　or　－70°C

　Infectivity

（1・910TCID50／・1）

Before

　　　　★P
5．4

freezing

　　　　　★S
　　3．1

2　days　after　freezing

　　（－20°C）　　　（－70°C）

　　　　2．4竺S2．4★S

（b）　Long－term　freezing　at　－120°C

After　freezing

　Infect］vity

（1・910TCID50／・1）
1day

　　　★S
4．9

5months

　　　　★S
　4．9

SSPE／CD　particles　were　clarified　by　centrlfugatlon　at

3000　rpm　for　10　min　at　4°C　and　divided　into　★S　and★P

parts　as　described　in　the　footnote　of　Table　1・



Table　3．

hamsters

Neurovirulence　of　SSPE／CD　particles　in　adult

Virus　（Dose）

　No．　of　hamsters

diseased／No．　tested

　　　　　　　（％）

No．　of　hamsters

dead／No．．diseased

　　　　　　（％）

Pa，ent　virus★1

　　（200　PFU）

SSPE／CD　particles

（1000TCID50）

6／6　（100）

4／6　（66．7）

6／6　（100）

4／4　（100）

★1　：　SSPE　virus－infected　HEL　cell　suspension



図の言剋明

Fig．　1．　　Decrease　of　lnfect「vity　of　SSPE／CD　partlcles

by　memb・ane　filtrati・n．　SSPE／CD　pa・ticles（●→）

and　measles　virus　（▲一＿一一▲）　were　filtered　through　a

membrane　filter　（pore　size　：　0．45　0r　O．22　μm）　and　the

rnfectMty　was　assayed・

Fig．　2．　　Ce］1－associatedness　of　SSPE／CD　particles．

HEL　cells　were　infected　with　SSPE／CD　particles　at　a

・…i・・fO・1　TCID50／ce11・（▲・N…fi・fect・d　ce11・

of　the　cu］ture，　　■：　Infectivity　of　the　culture　treated

w「th　CD，　　●：　Infectiv「ty　fn　the　culture　f「u］d）

Fig．　3．　　Neutralization　kinetics　of　SSPE／CD　partゴcles・

S－CD　（○，●）　：　SSPE／CD　particles

N－HB　（△，▲）　：　The　Nagahata　strain　of　measles　virus

Open　marks　：　Samp］es　fi　l　tered　through　O．45　μm　membrane　fi］ter

Solid　marks　：　Samples　without　ffltration
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